
二
十
日
（
木
）
に
は
、
校
庭
で
な
か
よ
し
運

動
会
（
一
年
生
～
三
年
生
）
が
行
わ
れ
、
三
年

生
を
中
心
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
四
年
生
以
上
は
浜
田
市
陸
上
競
技
大
会

に
参
加
し
、
市
内
二
十
四
校
の
子
ど
も
た
ち
と

競
い
合
い
、
三
隅
小
の
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

 

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

な
か
よ
し
運
動
会
玉
入
れ 

  

な
か
よ
し
運
動
会 

 
 

ダ
ン
ス 

            
 

 

陸
上
大
会 

 
 

 
 
 

リ
レ
ー 

１面           学校だより    宇 宙 の 子      ２０１０年５月２８日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                
 
 

 
 
 

 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

安
全
・
安
心
の
確
保 

 

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
暮
ら
す
に
は
、
安
全
・
安

心
の
確
保
が
第
一
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
場
を
か
り

て
、
ま
ち
の
安
全
指
導
員
さ
ん
、
新
任
の
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
、
青
パ
ト
隊
を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
ま
ち
の
安
全
指
導
員 

 

浜
田
警
察
署
生
活
安
全
課 

の
米
谷
嘉
憲
さ
ん
が
指
導
員 

と
し
て
三
隅
小
に
来
ら
れ
ま 

し
た
。
防
犯
教
室
な
ど
で
お 

世
話
に
な
り
ま
す
。 

  

◎
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
浜
田
市
内

で
三
名
の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
三
隅
小
の
担
当

は
谷
出
順
耳
さ
ん
で
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
通

学
路
の
点
検
を
さ
れ
た
り
、
児
童
の
下
校
に
合
わ
せ

て
歩
い
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
。 

     

◎
青
パ
ト
及
び
交
通
指
導
員
等
合
同
出
発
式 

 

二
十
四
日
（
月
）
に
、
青
パ
ト
隊
・
交
通
指
導
員
・

警
察
署
の
方
、
交
通
安
全
協
会
の
方
な
ど
を
招
い
て

合
同
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た

ち
に
、
自
分
た
ち
安
全
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
方
が

お
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
、
そ
の
方
々
へ
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
自
分
自
身 

で
も
安
全
に
心
が
け
よ
う 

と
い
う
気
持
ち
を
育
て
る 

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い 

ま
す
。
今
後
も
安
全
な
登 

下
校
に
心
が
け
て
ほ
し
い 

で
す
。 

 

宇
宙
の
子 

発  行 
三隅小学校 

浜田市三隅町 
古市場４５０ 
３２－４０４０ 

小
・
中
連
携
と
し
て 

 

今
年
度
、
中
学
校
よ
り
山
本
道
子
先
生
に
毎
月
一

回
小
学
校
を
訪
問
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

中
学
校
に
小
学
校
の
様
子
を
よ
り
具
体
的
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
小
学
生
が
中
学
校
へ
進
学
し

た
と
き
に
、
知
っ
た
先
生
が
い
る
こ
と
で
安
心
感
が

も
て
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
に
教
員
が
出
か
け
て
情
報
根
交
換

を
行
う
こ
と
も
し
て
連
携
を
深
め
て
い
く
つ
も
り

で
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
隅
中
学
校 

 

山
本
道
子
先
生 

 

犬
や
馬
と
ふ
れ
あ
っ
て 

三
隅
公
民
館
の
主
催
で
十
四
日
に
動
物
と
の
ふ

れ
あ
い
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
か
ら
は
一
年
生

と
さ
く
ら
・
わ
か
ば
学
級
の
子
ど
も
が
参
加
し
ま
し

た
。
馬
に
乗
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
犬
に
ふ
れ
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。    

 

五
月
晴
れ
の
中
で 

 
 
 
 
 
 

学
校
長 
森
田 

清 
 

五
月
晴
れ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
勉
強
に
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

十
五
日
（
土
）
に
は
、
井
野
小
・
室
谷

分
校
・
岡
見
小
・
三
隅
小
に
よ
る
高
城
大

会
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
競
技
に

応
援
に
持
て
る
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

ま
た
、
四
校
に
よ
る
低
・
中
・
高
学
年
別

の
交
流
会
も
行
わ
れ
、
同
学
年
の
子
ど
も

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
充
実
し
た
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

五
年
女
子
八
百
Ｍ 

 

六
年
男
子
百
Ｍ 

決
勝 
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６月の主な予定 

 

２日 歯科検診（２・４・６年） 

３日 遠足（１～５年）予備日４日 

 ３・４日 修学旅行（６年） 

７～１１日 教育実習生来校 

８日 ひらめの放流（５年） 

９日 歯科検診（１・３・５年） 

１０日 クラブ 集金日 

１１日 ミュージアムスクール（２年） 

２２日 市教研研修日 

２４日 クラブ 外遊びの日 

２５日 書き取り会計算会 

２７日 参観日 人権を考える集い 

２８日 振替休業日 

３０～７月２日 地区懇談会 

 
 

 
 

高
城
大
会
の
結
果 

  
 

 
 

三
位
ま
で 

 

【
男
子
百
Ｍ
】 

三
年 

①
益 
彬
斗
（
十
七
秒
七
） 

四
年 

②
川
本
晟
馬
（
十
六
秒
六
） 

 
 

 

③
齋
藤
直
生
（
十
七
秒
一
） 

五
年 

①
宇
和
佐
京
介
（
十
五
秒
六
） 

六
年 

①
平
川
大
雅
（
十
五
秒
一
） 

 

【
四
男
八
百
Ｍ
】 

 
 

 

①
小
松
多
聞
（
二
分
五
十
八
秒
） 

 
 

 

②
能
美
竜
也
（
三
分
九
秒
） 

 
 

 

③
下
岡
磨
生
（
三
分
十
秒
） 

 

【
男
子
千
Ｍ
】 

五
年 

①
西 

勇
飛
（
三
分
四
十
六
秒
） 

 
 

 

②
片
山
憂
哉
（
三
分
四
十
八
秒
） 

 
 

 

③
開 

渚
生
（
三
分
四
十
九
秒
） 

六
年 

②
濱
村
颯
吾
（
三
分
五
十
四
秒
） 

 

【
男
子
四×

百
Ｍ
Ｒ
】 

四
年 

①
三
隅
Ａ
川
本
・
小
松
・
下
岡
・
齋
藤
（
一

分
八
秒
四
）
③
三
隅
Ｂ
中
本
・
花
本
・

能
美
・
大
谷
（
一
分
十
五
秒
四
） 

五
年 

①
三
隅
Ａ
三
浦
真
・
西
・
末
友
・
宇
和
佐

（
一
分
四
秒
二
）
③
三
隅
Ｂ
三
浦
玲
・

中
本
・
開
・
片
山
（
一
分
九
秒
０
） 

六
年 

①
三
隅
Ａ
隅
川
・
今
浦
・
小
川
・
平
川
（
一

分
四
秒
０
）
③
三
隅
Ｂ
濱
村
・
寺
井
・

吉
野
・
野
尻
（
一
分
八
秒
四
） 

 

【
男
子
走
り
高
跳
び
】 

 

② 

六
年 

寺
井 

実
（
一
Ｍ
〇
五
） 

 

③ 

六
年 

吉
野 

旭
（
一
Ｍ
） 

 
 

  

【
男
子
走
り
幅
跳
び
】 

 

 

② 

六
年 

小
川
昭
彦
（
三
Ｍ
四
十
二
） 

【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】 

② 

六
年 

佐
々
木
翔
斗(

三
十
五
Ｍ
七
十

四)
 

 

【
女
子
百
Ｍ
】 

三
年 

①
開 

水
晶
（
十
八
秒
一
） 

 
 

 

②
佐
野
花
梨
（
十
八
秒
一
） 

 
 

 

③
寺
井
涼
乃
（
十
八
秒
八
） 

四
年 

①
黒
川
穂
乃
香
（
十
七
秒
四
） 

 
 

 

③
吉
丘
歩
佳
（
十
八
秒
四
） 

五
年 

①
大
谷
友
華
（
十
六
秒
六
） 

 
 

 

②
佐
野
圭
奈
（
十
六
秒
六
） 

六
年 
①
浅
井
菜
摘
（
十
六
秒
二
） 

 

【
四
女
六
百
Ｍ
】 

 
 

 

①
長
谷
静
香
（
二
分
二
十
秒
） 

 

【
女
子
八
百
Ｍ
】 

五
年 

①
田
城
美
優
（
三
分
六
秒
） 

 
 

 

③
寺
本
莉
緒
（
三
分
九
秒
） 

六
年 

③
寺
井
萌
乃
（
三
分
十
七
秒
） 

 

【
女
子
四×

百
Ｍ
Ｒ
】 

四
年 

①
三
隅
Ａ
山
本
舞
・
長
谷
・
藤
井
・
黒

川
（
一
分
十
一
秒
五
）
②
三
隅
Ｂ
寺

戸
・
桑
原
・
山
本
海
・
吉
丘
（
一
分

十
三
秒
０
） 

五
年 

①
三
隅
Ａ
長
島
・
田
城
・
佐
野
・
大
谷

（
一
分
八
秒
四
）
②
三
隅
Ｂ
村
田
・

佐
々
木
・
村
木
・
山
本
（
一
分
十
秒

六
）
③
三
隅
Ｃ
寺
本
・
長
﨑
・
寺
田
・

金
谷
（
一
分
十
三
秒
二
） 

六
年 

①
三
隅
Ａ
多
岐
・
石
田
・
寺
井
・
浅
井

（
一
分
九
秒
三
） 

 
 

【
女
子
走
り
高
跳
び
】 

 

② 

六
年 

長
谷
桃
佳
（
一
Ｍ
０
五
） 

 
 

【
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】 

 

② 

六
年 

多
岐
直
美
（
二
十
四
Ｍ
九
十
二
） 

  
 
 

市
陸
上
大
会
の
結
果 

六
位
ま
で 

 
 

【
百
Ｍ
】 

四
年
男
子 

③
小
松
多
聞
（
十
六
秒
一
） 

五
年
男
子 

③
宇
和
佐
京
介
（
十
五
秒
三
四
） 

四
年
女
子 

⑥
黒
川
穂
乃
香
（
十
七
秒
一
五
） 

五
年
女
子 

④
佐
野
圭
奈
（
十
六
秒
二
） 

 
 

【
千
Ｍ
】 

五
年
男
子 

①
西 

勇
飛
（
三
分
三
十
九
秒
二

三
） 

 
 

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】 

六
年
男
子 

⑥
隅
川 

隼
（
四
十
六
Ｍ
一
〇
） 

 
 

【
四×

百
Ｍ
Ｒ
】 

四
年
女
子
学
級
代
表 

⑥
田
中
・
寺
戸
・
藤
井
・

吉
丘
（
七
十
一
秒
〇
五
） 

五
年
女
子
学
級
代
表 

⑥
村
田
・
佐
々
木
・
村

木
・
山
本
（
六
十
九
秒
二
） 

四
年
女
子
学
校
代
表 

⑥
山
本
舞
・
長
谷
・
桑

原
・
黒
川
（
六
十
八
秒
八
八
） 

五
年
女
子
学
校
代
表 

③
長
島
・
田
城
・
佐
野
・

大
谷
（
六
十
五
秒
三
三
） 

五
年
男
子
学
級
代
表 

③
三
浦
玲
・
中
本
・
開
・

片
山
（
六
十
六
秒
二
三
） 

四
年
男
子
学
校
代
表 

②
下
岡
・
齋
藤
・
川
本
・

小
松
（
六
十
五
秒
四
八
） 

五
年
男
子
学
校
代
表 

②
三
浦
真
・
西
・
末
友
・

宇
和
佐
（
六
十
二
秒
六
二
） 

 

市
Ｐ
連
委
員
総
会
よ
り 

 

今
年
度
第
一
回
の
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
総
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
席
で
来
年
度
の
市
Ｐ
連
へ
の
負
担
金
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
、
値
上
が
り
が
決
ま
り
ま
し
た
。
つ

き
ま
し
て
は
、
四
月
の
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
決
定
に

よ
り
、
来
年
度
よ
り
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
月
額
十

円
値
上
げ
し
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。 

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

  

下
岡
明
雄
様
よ
り
、
今
年
度
も
子
ど
も
た
ち
に
安
全

の
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
鉛
筆
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
山
本
秀
和
様
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
に
見
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
収

集
し
て
こ
ら
れ
た
切
手
の
ア
ル
バ
ム
を 

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今 

後
授
業
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
紹 

介
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま 

す
。 


